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会         議        記         録 

会 議 の 名 称 
決算特別委員会 

総務文教分科会 

会議場所 第３委員会室 

担当職員 山内 

日 時 平成２７年８月１８日（火） 
開 議   午後３時２０分 

閉 議   午後３時５０分 

出席委員 ◎石野  ○田中  三上  小川  奥野  山本  木曽   堤   

執行機関出席者 
 

事務局 山内次長 

傍聴 可・否 市民 ０名 報道関係者  ０名 議員  ０名 

 
会  議  の  概  要 

 
１５：２０ 

１ 開議 

 

２ 案件 

 ○事務事業評価対象事業の選定について 

＜石野委員長＞ 

   前回、各委員に事務事業評価対象事業の抽出をお願いしているところであり、本日

は、その対象事業を報告いただき、選定のうえ事業項目の決定をよろしくお願いする。 

  それでは、各委員から抽出した事業とその理由、論点とされたい点などを報告願う。 

＜堤委員＞ 

 「平成２７年度一般会計当初予算（案）施策の概要」の中の生涯学習部Ｐ１、総務費

の会館運営経費について、亀岡会館は耐震診断結果を受けて、すでに使用はされてい

ない状況であるが、その運営管理経費について内容確認等行いたい。 

  次に、Ｐ５、教育費の生涯学習推進経費について、特に財団活動経費について対象

事業として挙げていただきたい。 

＜山本委員＞ 

  教育部のＰ６・Ｐ１１、情報教育推進経費（小・中学校費）については、すべて一

般財源で賄われており、金額的にも大きい。日々、進歩している情報環境に対応する

ためタブレット端末、パソコン等のコンピュータ機器は必要であると感じているが、

年々経費が増えている状況の中で、稼働率や効果等を確認していきたい。また、平成

２７年度はタブレット端末の予算が入っているが、今後、どのような方向性をもって

導入されるつもりか聞かせていただきたい。 

＜木曽委員＞ 

  昨年度も出ているが、土木費の大規模スポーツ施設関連事業経費（政策推進室所管

分）については、金額も大きく、事業も継続されているので、その決算内容について

詳しく聞いていきたい。 

＜田中副委員長＞ 

  子ども議会の質問にもあったが、学校施設の修繕関係について聞いていきたいので、

小中学校費の学校施設管理経費の施設修繕について、挙げていただきたい。 

＜木曽委員＞ 
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  宮前町神前区から賃借している野鳥の森等について、利用率も含めて有効に活用さ

れているのか聞いていきたいので、教育研究所事業経費について、挙げていただきた

い。 

＜事務局次長＞ 

  木曽委員から出していただいた、野鳥の森に係る教育研究所事業経費について確認

させていただきたい。野鳥の森等の賃貸借経費については、生涯学習部所管で、教育

費の体育施設管理運営経費の中にあるが、その経費でよかったか。 

＜木曽委員＞ 

  当該経費については、全体の中で個人的に確認するので、今回の事務事業評価対象

事業からは外してもらってもよい。 

＜堤委員＞ 

  教育部のＰ２０、新資料館構想策定経費に関わって、どのような構想が出来上がっ

たか聞いているか。 

＜事務局次長＞ 

  現在、委員会で新資料館構想の策定に向けて検討がされている状況であり、まだ、

構想は出来上がっていない。 

＜石野委員長＞ 

  現在、出されている項目を確認する。 

  ・亀岡会館運営経費 

  ・生涯学習推進経費（特に財団活動経費） 

  ・情報教育推進経費（小中学校費） 

  ・大規模スポーツ施設関連事業経費 

  ・学校施設管理経費（小中学校費、施設修繕を中心に） 

  以上、５項目となっている。 

＜田中副委員長＞ 

  亀岡会館運営経費については、金額的に少ないのでどうか。 

＜堤委員＞ 

  その項目は、調整してもらってもよい。 

＜石野委員長＞ 

  それでは、亀岡会館運営経費を除いた４項目とすることでよいか。 

 

 ― 了 ― 

 

＜事務局次長＞ 

  学校施設管理経費については、昨年度も事務事業評価の項目に挙がっており、「継

続」との評価をされているが、昨年度とは評価の視点が違うということでよいか。 

＜田中副委員長＞ 

  教育委員会が各学校の状況をどのように把握して、予算計上しているのかというこ

と、また、要望として出てきたものに対して、実施できたのはどれくらいかというこ

とを聞いていきたい。 

＜木曽委員＞ 

  昨年度の事務事業評価で、学校施設管理経費については、エアコン設置に向けての

意見も含めて、「継続」という評価を行ったが、その後、何も進展していないのでは

ないか。そういった点も含めて、今回の事務事業評価の中で、強く指摘していくべき

である。 
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＜事務局次長＞ 

  最終、事務事業評価対象事業の確認をさせていただきたい。 

  ・生涯学習推進経費 

  ・情報教育推進経費（小中学校費） 

  ・大規模スポーツ施設関連事業経費 

  ・学校施設管理経費（小中学校費） 

  以上、４項目でよいか。 

 

 ― 了 ― 

 

３ その他 

＜石野委員長＞ 

  次回の日程について、事務局より説明を願う。 

＜事務局次長＞ 

  ただ今、事務事業評価対象事業の選定をいただいたが、次回は、当該事業の論点整

理をお願いする。 

  事前の論点整理は、事務事業評価で使用する評価調書でもって行うのが望ましいと

考えている。そのため、今回は評価調書を例年より早めに提出してもらうよう執行機

関と調整しており、その調書をもって論点整理を行ってはどうかと考える。この場合、

３分科会共通した日程案としては、９月定例会常任委員会審査日の９月１８日（金）

の議案審査後という案があるが、この日程でよいか諮っていただきたい。 

＜石野委員長＞ 

  次回の日程は、９月１８日（金）常任委員会の議案審査後ということでよいか。 

 

 ― 了 ― 

 

＜田中副委員長＞ 

  議案の数によっては、日程的に厳しくなるのではないか。 

＜事務局次長＞ 

  議案の多い場合は、改めて日程調整をさせていただきたい。 

＜石野委員長＞ 

  現地視察についてはどうか。 

＜田中副委員長＞ 

  川東学園の校舎の中を中心に視察してはどうか。 

 

 ― 了 ― 

 

＜石野委員長＞ 

  現地視察を実施する際の日程はどうか。 

＜事務局次長＞ 

  基本的には、決算審査の日程の中で調整して行うこととなるが、日程的に厳しい場

合は、９月定例会開会以降で別途、調整させていただくことになる。 

＜田中副委員長＞ 

  決算審査の日程の中で調整するほうがよい。 
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 ― 了 ― 

 

＜石野委員長＞ 

  日程については、決算審査日程の中で調整することとして、正副委員長に一任願う。 

  他になければ、これで決算特別委員会総務文教分科会を閉議する。 

 

  

 

１５：５０ 閉議 

 


